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【基本構想】 
 本プロジェクトは国際評価技術センターとして、「感染症」、「未病」に関する評価サービスの提供による

企業支援を推進していくとともに、新しい評価方法の提供に向けた研究開発を行っている。「感染症」に関

しては、抗菌分野(JIS Z 2801)の ISO 17025 を取得・維持しており、高い品質による抗菌・抗ウイルス性能

評価サービスの提供、各種団体の認証マーク取得に向けた性能評価サービスの提供等を通じて、企業の研

究開発を推進できるように取り組みを続けている。更に、本プロジェクトによる性能評価サービスの特徴

として、規格試験では対応できない抗菌・抗ウイルス材料について、応用的な性能評価方法を組み立てた

性能評価サービスの提供を行っている。「未病」に関しては、食品成分の機能性を明らかとすることにより、

各企業の製品の付加価値を高めるための機能性評価サービスを提供している。具体的には食品の成分分析

や細胞や生体に食品成分を作用、摂取させることによって起こる遺伝子発現の変動を明らかとすることで、

食品成分の機能性を評価するサービスであり、「ワンストップ型食品機能性評価サービス」として神奈川県

の未病ブランドの認定を受けている。上記に加えて、新しい評価系技術の構築への取り組みとして、「再生・

細胞医療」に関して、細胞の特性を理解し、品質を評価するサービスの提供に向けた取り組みを開始して

いる。2023 年度は間葉系幹細胞(MSC)のロット間における細胞集団と血管新生因子の発現量の違いを明ら

かにしており、細胞品質特性マーカーによる MSC の品質管理の手法を確立している。また、iPS 細胞につ

いての品質特性マーカーの探索を進めており、神経前駆細胞へ分化しやすい iPS 細胞株を予測できるマー

カーを明らかにしている。現在は、これらの技術を更に展開することで、新しい品質特性マーカーの探索

や各企業の製品開発の品質特性を評価できるサポート体制を整えているところである。 
 

 
 

1. 2023 年度の研究目的 
 2023 年度の取り組みとして、以下について重点的に取

り組みを進めた。 
 
1-1. 各種抗微生物材料・製品の性能評価サービスの提供 
 昨年度に引き続き、ISO 17025 の維持と技術の向上に向

けた取り組みを行うとともに、各種材料による抗微生物性

能評価サービスの提供を行う。特に、規格外の材料や製品

について、適切な試験方法を組み立てた性能評価方法を提

供していく。これにより、各企業の研究開発を推進してい

く。また、2023 年度に、抗かび性能評価試験や抗バイオフ

ィルム性能評価試験を新しい性能評価サービスとして提

供すべく、性能評価サービス提供への整備を進めるととも

に、更に安定した品質の高い評価サービスとするための検

討を進めた。特に、抗バイオフィルム試験は ISO 4768 と

して、2023 年に標準化されており、市場において注目さ

れている性能評価試験方法である。一方で、作業が煩雑な

面もあり、安定した結果を出すための検討が今後も必要と

考えられる。今年度は静置培養時の条件による違いと試験

結果に及ぼす影響について明らかとすることを目的とし

た検討を進めた。 
 

1-2. 新たな評価サービスの提供に向けた取り組み 
 新たな評価サービスとして、①再生細胞医療に関わる細

胞特性の理解と品質評価サービス、②実ウイルスを用いた

光触媒の抗ウイルス性能評価試験方法の国際標準化の二

つのテーマついて、取り組みを進めた。 
 再生細胞医療の細胞特性の理解と品質評価サービスで

は、シングルセル解析による間葉系幹細胞(MSC)の有効性

を評価する方法が研究や製品開発の重要な点になると考

え、経済産業省「令和 4 年度第二次補正予算「再生・細胞

医療・遺伝子治療の社会実装に向けた環境整備事業費補助

金」の「東日本における再生・遺伝子細胞治療の社会実装

基盤の構築(代表機関：学校法人藤田学園)」に参画した中

で、MSC の品質特性マーカー探索から品質評価方法確立

の基盤整備として、シングルセル解析装置の導入を行った。

また、シングルセル解析に用いる各種キットの比較を開始

し、品質評価サービスに使用する適切な手法について検討

を進めている。 
 実ウイルスを用いた光触媒の抗ウイルス性能評価試験

方法の国際標準化では、光触媒工業会が経済産業省「令和

4 年度省エネルギー等に関する国際標準の獲得・普及促進

事業委託費(省エネルギー等国際標準開発(国際標準分野))」
の委託を受けて、2022 年度より 3 年間の計画で、実ウイ



ルスを用いた光触媒の抗ウイルス性能評価試験の国際標

準化(ISO化)に向けた活動を行ってきた。2023年度は、2022
年度に作成した評価試験方法案に基づいて、試験方法の妥

当性等についての検討を進めた。また、国際標準化に向け

ては、北東アジア標準化フォーラム、ISO/TC206 WG9 や

アジア光触媒標準化会議といった国際会議で実ウイルス

を用いた性能評価方法の必要性や方法についての周知活

動も行った。 
 
2. 2023 年度の研究成果 
2-1. 各種抗微生物材料・製品の性能評価サービスの提供 

新型コロナウイルスの感染拡大時から数年が経ち、抗

菌・抗ウイルス加工製品の研究開発も落ち着きを取り戻し

つつある。一方で、今後も新たな菌やウイルスによる感染

症の拡大が起きる可能性もあることから、新型コロナウイ

ルスの感染を教訓として、人々の新しい生活環境の整備が

重要である。このような背景のもと、抗菌・抗ウイルス加

工製品の重要性は更に高まると考えており、2023 年度も

積極的な抗菌・抗ウイルス性能評価サービスの提供を行い、

多くの企業や研究機関の研究開発を推進することが出来

た。また、2023 年度は防藻性能評価試験の需要が高くな

っている傾向があり、抗菌・抗ウイルス性能評価試験だけ

ではなく、様々な微生物を対象とした研究開発が進められ

ていると考えられる。 
抗かび性能評価試験サービスについては、光触媒加工品

を対象とした JIS R 1705 1)及び抗かび繊維製品を対象とし

て JIS L 1921 2)の JIS について、試験整備を進めた。その

結果、8 月に JIS R 1705、12 月に JIS L 1921 の各抗かび性

能評価試験サービスを開始し、企業の研究開発支援につな

げることが出来ている。その他、ISO 4768 3)に基づいた抗

バイオフィルム性能評価試験サービスの提供も開始した。

ISO 4768 3)については、試験整備を進めていく段階より、

安定した評価結果を出すための条件検討を続けており、

2023 年度は静置培養時に使用する恒温器の使用頻度(ドア

の開閉回数等の違い)とバイオフィルム形成能の変化につ

いて検討を行った。その結果、使用頻度の高い恒温器で形

成されたバイオフィルム量は使用頻度の低い恒温器で形

成されたバイオフィルム量と比較して、形成量が少ないこ

とが明らかとなった。また、使用頻度の低い恒温器で得ら

れるバイオフィルム量が安定し、ばらつきも少ない傾向で

あった。この原因は不明であるが、ドアの開閉による振動

や温度変化が影響している可能性があり、今後さらに検討

を行う予定である。 
 

2-2. 新たな評価サービスの提供に向けた取り組み 
2-2-1. 再生細胞医療の関わる細胞特性の理解と品質評価

サービス 
MSC や iPS 細胞による再生細胞医療分野の研究開発、

臨床応用が盛んに進められている中で、有効性及び安全性

の評価方法が大きな課題となっている。特に、MSC に関

しては細胞の不均一性により、治療に対する有効性のばら

つきが非常に大きいことが考えられる。そのため、MSC の

細胞集団の不均一性を知り、品質特性の指標となるマーカ

ーを明らかにすることにより品質特性を理解することで、

どのような細胞集団を用いて有効性の高い製品開発につ

ながると考えている。 
我々は MSC の不均一性を分類するために、シングルセ

ル解析を用いてクラスター分類を行った。また、虚血環境

で培養した MSC から血管内皮細胞増殖因子(VEGF)の産

生能を確認し、細胞のクラスター分類と VEGF 産生を比

較することで、VEGF 産生に関与する細胞集団及び遺伝子

の同定を行った 4)。本検討結果から、MSC の治療有効性の

ばらつきの問題と考えられる不均一な細胞集団の中から

目的とする細胞集団を同定し、またその品質特性マーカー

の探索、それに基づいた評価方法の手法が確立された。本

評価方法が普及することで、MSC を用いた再生細胞医療

に関する研究及び製品開発が促進されることが期待され

る。そこで、経済産業省「令和 4 年度第二次補正予算「再

生・細胞医療・遺伝子治療の社会実装に向けた環境整備事

業費補助金」の「東日本における再生・遺伝子細胞治療の

社会実装基盤の構築(代表機関：学校法人藤田学園)」の一

環として、シングルセル解析装置や周辺機器の整備を進め

た。また、MSC のロット間の増殖の違いと細胞の不均一

性の関係をシングルセル解析で検討するとともに、シング

ルセル解析で使用するライブラリ作成キット間の違いを

検討し、評価方法提供に向けた各種データの取得を行って

いる。また、iPS 細胞を対象とした品質評価方法の確立に

向けた取り組みも開始しており、今後それらの評価方法を

多くの企業や研究機関に提供していくことで、有効性の高

い安全な再生細胞医療等加工製品の開発につなげていく

ことを考えている。 
 

 
2-2-2. 実ウイルスを用いた光触媒の抗ウイルス性能評価

試験方法の国際標準化 
 2022 年度より、光触媒工業会と共に実ウイルスを用い

た光触媒材料の抗ウイルス性能評価試験方法の ISO 化に

ついて、活動を続けてきた。本検討では、バクテリオファ

ージを用いた紫外光応答形光触媒の抗ウイルス性能評価

試験方法である ISO 18061 5)、可視光応答形光触媒を対象

とした ISO 18071 6)、プラスチック平板状の抗ウイルス加

工製品を対象とした ISO 21702 7)を組み合わせて、試験方

図 1：シングルセル解析を行うための機器(10x genomics 社製) 



法を組み立てており、その妥当性についてインフルエンザ

ウイルス、ネコカリシウイルス及びバクテリオファージ

Qβを用いた試験検討を進めてきた。それらの結果をもと

に、ISO 案を作成することが出来ている。2024 年度は ISO 
TC206 (fine ceramics)の光触媒に関する working group 
(WG9)に、作成した ISO 案と共に新規提案を行い、国際標

準化に向けて、引き続き取り組んでいく予定である。 
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1. はじめに 

次世代ライフサイエンス技術開発グループでは、ライフ

サイエンス分野における様々な性能評価サービスを提供

することで、企業の技術支援を行っている。具体的には、

光触媒製品、平板状製品、繊維製品及び液体製品などにつ

いて、抗菌、抗ウイルス、抗カビ、抗バイオフィルム及び

防藻などの性能評価サービスを提供している。また、新し

い性能評価試験方法の開発や国際標準化なども関係団体

と協力しながら進めている。さらに、新規の性能評価サー

ビスとして再生細胞医療分野の性能評価サービスも開始

する予定である。本稿では、再生細胞医療分野における性

能評価サービス提供に向けた活動及び動物ウイルスを用

いた光触媒抗ウイルス試験方法の国際標準化事業の活動

について報告する。 

 

2. 再生細胞医療分野における性能評価方法の開発

について 

2-1 はじめに 

現在、再生細胞医療の分野では、ES 細胞、iPS 細胞及び

体性幹細胞を用いた臨床研究や治療が行われている。ES

細胞や iPS 細胞は、様々な細胞や組織に分化する能力があ

る多能性幹細胞として知られている。これらの細胞は、一

部の疾患において、治験が行われており、今後様々な疾患

の治療に応用されることが期待されている。一方、体性幹

細胞は、血液、脂肪、軟骨、筋肉、血管などの組織の基に

なっており、特定の組織にしか分化しないことが知られて

いる。臨床の現場では体性幹細胞が、主に自由診療で用い

られており、一部は保険適用になっている治療法もある。 

体性幹細胞は、多能性幹細胞から数段階分化が進んだ

細胞であり、胎児期には体内に豊富に存在する。しか

し、成長するにつれ、これらの体性幹細胞が分化し、体

を成熟させていくため、徐々に細胞の数が減少し、増殖

力も低下していく。そこで、体性幹細胞の一種である間

葉系幹細胞(Mesenchymal stem cell、MSC)を単離及び培養

し、体外で増やした細胞を再び体内に戻すことにより、

本来持っていた再生能力を呼び起こし、様々な疾患の治

療へ応用する研究が進められている。体性幹細胞のうち

MSC は脂肪、骨髄及び歯髄などから比較的容易に単離す

ることが可能であり、MSC を用いた再生細胞治療の範囲

としては、心臓、腎臓、脳、関節、血管、免疫抑制、慢

性疼痛及び美容など非常に広範囲に及んでいる。 

MSC を用いた再生細胞治療のメリットとしては、自家

細胞、他家細胞のいずれでも拒絶反応が起きにくいこと

が知られている。また、iPS 細胞のように腫瘍化する恐れ

がなく、安全性が高い。一方、デメリットとしては、自

家細胞を用いる場合、細胞を採取してから培養を行うた

め、時間と手間がかかり、コストが高くなってしまう点

が挙げられる。また、他家細胞を用いる場合、一度に大

量の細胞を培養しストックしておくことが可能なため、

投与までの時間を短縮できるが、同じ品質の細胞を維持

することが困難である。MSCを用いた再生細胞治療は、

多くは自由診療で広く臨床応用されているが、培養した

MSC の治療効果に大きな差があることが知られており、

大きな課題となっている。その原因として、MSC がどの

ようなメカニズムで対象疾患に対して効果を発揮してい

るか不明確であることが挙げられており、MSC の品質特

性の解析が急務となっている。MSC を単離する際、培養

容器に付着した細胞を MSC としており、このように得ら

れた MSC は不均一な細胞集団と考えられる。そこで、

我々は MSC のシングルセル解析を行い、各ロット中の細

胞集団のクラスター分類を行った。また、虚血環境培養

下における MSC からの VEGF 発現を確認し、各ロット

の細胞集団クラスター分類との VEGF 発現の相関性を検

討した 1)。その結果、あるクラスター及び遺伝子発現が

VEGF の発現に重要であることを明らかとした。このよ

うに、MSC の特性を解明することで、対象とする疾患に

適切な MSC を選択することが可能になると考えられる。 

本プロジェクトでは、MSC における重要品質特性の評

価サービスを提供することで、有効性の高い再生細胞治

療の提供に貢献することを目的に、評価系の構築に取り

組んだ。 

 

2-2 方法と結果 

4 ロットの研究用の骨髄由来MSC(BM-MSC)を LONZA

社から購入し、同社指定の専用培地を用いて培養を行っ

た。5000～6000 cells/cm2の濃度で培養を始め、3 日もし

くは 4 日後に培地交換を行った。1 週間で継代を行い、

継代回数 4 回でストックを作成し、継代回数 5 回目の細

胞をシングルセル解析に使用した。培養した BM-MSC の

顕微鏡下での写真及び細胞の濃度をそれぞれ図 1 と図 2

に示す。これらは、継代回数 5 回目で培養後 7 日目のも

のである。その結果、MSC のロットごとに増殖能が異な

ることが明らかとなった。BM-MSC1 が最も増殖が速

く、BM-MSC2～4 はそれよりも遅い傾向にあった。ま

た、BM-MSC1 は典型的な MSC の形状が見られ、コンフ

ルエントになると繊維状に密集していた。一方で、BM-

MSC3 及び 4 は、増殖が止まりコンフルエントになって

も BM-MSC1 のような繊維状にはならず、隙間が空いて



いる状態で、形状は樹状様のものが多く見られた。ま

た、培養後の細胞濃度を計測した結果、BM-MSC1 が最

も高いことが示された。 

 

図 1 各 BM-MSCの培養後 7日の顕微鏡写真(40倍) 

 

 

図 2 BM-MSCの細胞濃度(培養 7日目) 

 

次に、シングルセル解析を行うため、以下の 3 種類の

キットを用いてライブラリー調製を行った。 

 

1. Chromium NextGEM Single Cell 3’ Reagent Kits v3.1 (10X 

Genomics 社) 

2. Single Cell Gene Expression Flex Kits (10X Genomics 社) 

3. Single Cell Library Preparation Kits (Scale Biosciences 社) 

 

1 のキットは、感度が高く、対象とする生物種が豊富で

ある一方、新鮮な細胞で調製する必要があり、複数の細

胞サンプルを扱う場合は、それぞれのサンプリングのタ

イミングを合わせる必要がある。一方、2 及び 3 のキッ

トは、細胞を固定してからライブラリー調整を行うた

め、固定後は長期間の低温保管が可能である。そのた

め、まとまった数の細胞サンプルが集まった段階でライ

ブラリー調製を行えるため、非常に扱いやすいキットと

言える。しかし、1 のキットに比べ、その後のシークエ

ンス解析ではやや品質が劣ってしまうことと、解析可能

な生物種が限られてしまうことがデメリットである。現

在、上記のキットによるデータセットの違いを検討して

おり、その結果から品質評価サービスに用いるのに最適

なライブラリー調製キットを選定する予定である。ま

た、MSC の品質特性解析を通じて、再生細胞治療に向け

た MSC の品質評価サービスを提供できるように、性能評

価方法の確立および基盤整備を行う予定である。 

 

3 実ウイルスを用いた新規光触媒抗ウイルス試験方

法の国際標準化事業について 

3-1 はじめに 

現在、光触媒製品の抗ウイルス性能評価試験方法につ

いては、紫外光応答形光触媒では ISO180612)、可視光応

答形光触媒では ISO180713)が制定されており、供試ウイ

ルスは比較的扱いやすいバクテリオファージ Qβ を規定

している。一方、他の抗ウイルス性能評価試験方法であ

る ISO 規格(平板上製品を対象とした ISO217024）、繊維製

品を対象とした ISO181845))では、インフルエンザウイル

スとネコカリシウイルスが規定されている。また、新型

コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、光触媒製品の

製品開発においても、バクテリオファージ Qβ ではな

く、実ウイルスを用いた抗ウイルス性能評価試験の需要

が高まり、その標準化が求められてきた。そこで、光触

媒工業会の協力のもと、実ウイルスを用いた光触媒抗ウ

イルス性能評価試験方法を新たな国際標準規格として作

成する取り組みを行った。 

 

3-2 結果と展望 

評価方法の作成にあたっては、光触媒製品の抗ウイル

ス性能評価法(ISO18061 及び ISO18071)及び平板状製品の

抗ウイルス性能評価法(ISO21702)を組み合わせること

で、新規評価方法案を作成した。表 1 にその概要を示

す。また、光触媒の性能評価方法で用いられる光源の標

準化が進められており、白色 LED に関しては既に ISO が

制定されている。紫外光 LEDに関しても現在 ISO 化が進

められていることから、本評価方法の光源に加えてい

る。 

 次に、この本案に基づいた試験が可能か検討するた

め、光触媒工業会と協力し、紫外光応答形及び可視光応

答形の標準試験サンプルの作製と選定を行った。標準試

験サンプルの選定後、実ウイルスを用いた性能評価試験

を行い、本案によって抗ウイルス性能評価が可能である

ことを明らかとした。更に、標準試験サンプルを用い

て、細かい試験条件を検討するとともに他の試験機関を

含めた抗ウイルス性能評価試験を行うことで、本性能評

価試験方法の妥当性の検証を行った。以上の結果をもと

に、紫外光応答形及び可視光応答形の各光触媒材料に対

してそれぞれ ISO 原案を作成し、ISO の作業部会に新規

提案として申請している。今後は、作業部会での議論に

対応しながら、ISO 化に向けて取り組みを続けていく予

定である。また、ISO として発行された段階で、速やか



にこれらの性能評価サービスを提供して行く予定であ

る。 

 

表 1 新規評価方法概要 
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抗バイオフィルム活性測定試験の受託に向けた取り組み 

 

「次世代ライフサイエンス技術開発」プロジェクト 

 小林慶一、永井武、石黒斉 

 

1. はじめに 

KISTEC では企業や研究機関等の研究開発支援の一環

として、製品や材料の抗菌・抗ウイルス性能評価サービス

を提供している。当該性能評価試験は、JIS や ISO 等の標

準規格を基に実施しているが、性能評価試験の相談を受け

る研究開発段階の製品や材料の形状や材質、また、標的と

して希望される菌等の微生物やウイルスの種類は依頼ご

とに様々である。これらの種々の要望に対し、適切な評価

方法を、時には標準規格を参考にその案件特有な方法を考

案・提案し、可能な限り対応している。 

年々多様化していく抗菌・抗ウイルス性能評価試験の相

談に応えていくために、取扱い可能な JIS や ISO 等の標準

規格を増やし、抗菌・抗ウイルス性能評価試験として請け

られる範囲の拡張に努めている。例として、抗かび性能評

価試験や 2023 年 7 月に制定・発行された ISO 4768 

(Measurement method of anti-biofilm activity on plastic and 

other non-porous surfaces)1)を基にした抗バイオフィルム活

性測定試験の評価サービスの提供を昨年度より開始して

いる。 

バイオフィルムとは、菌などの微生物やそれらが産生す

る物質などが集合して形成される膜状の構造体を指し、流

し台、浴室・浴槽の内壁、池や川に浸かった石などにみら

れる「ぬめり」や歯の表面のプラーク(歯垢)など、身近な

様々な場所に存在する。菌がバイオフィルムを形成すると、

菌への薬剤の効きが低下することもあり、バイオフィルム

対策は注目されている分野の一つである。 

本稿では、昨年度から受託を開始した抗バイオフィルム

活性測定試験の概要と、より安定した結果を出すために検

討した取り組みの一部を報告する。 

 

2. 実験と結果 

バイオフィルムの評価に関する試験規格としては、一定

の方法で形成されたバイオフィルムに対する薬剤の効果

を評価する ASTM E28712)などが存在するが、昨年新たに

制定された ISO 4768 ではプラスチックや非多孔質材料表

面のバイオフィルム形成量を比較し、製品や材料に対する

バイオフィルムの付着しにくさを評価する方法が規定さ

れている。そのため、コントロール(対照)となる無加工試

験片に対してバイオフィルムが安定して形成される環境

で試験することが必須である。本検討では、無加工試験片

上で安定したバイオフィルム形成を得るために実際の試

験環境のうち、静置培養によりバイオフィルムを形成させ

る際に利用する恒温器の違いとバイオフィルム形成能の

差異を確認した。 

 

(1) バイオフィルム形成量の測定 1) 

試験は ISO 4768 に定められた手順に従い実施した。先

ず、1/5 濃度の TSB(Trypticase Soy Broth)内で 35°C、24～48

時間振盪培養した Staphylococcus epidermidis (ATCC 35984、 

表皮ブドウ球菌)の培養液を、菌濃度が 1.0×103～1.0×104 

cell/mL になるように調製する。評価する試験片のサイズ

は 30×30 mm を標準とし、40×40 mm サイズのガラス板

に固定する。ガラス板に固定した試験片を滅菌された容器

に入れ、サンプル表面から液面までの深さが少なくとも 5 

mm 以上となるように菌濃度を調整した培養液を注ぎ、

35°C、48 時間静置培養する(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静置培養後、試験片を固定したガラス板ごと水で穏や

かに洗浄し、クリスタルバイオレット溶液に浸し染色す

る。染色後、再び水で穏やかに洗浄し、試験片を水溶性

不織布で拭き取り、不織布を SDS(ドデシル硫酸ナトリウ

ム)水溶液に溶解させて波長 590 nm での吸光度を測定す

る(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 バイオフィルム形成量の測定手順の概要 

図 1試験片への接種手順の概要 



ISO 4768 においてはこの計測した吸光度を用いて以下の

式(1)により算出される値が抗バイオフィルム活性値 R と

定義されている。 

 

R = (1 – Wtreated / Wuntreated) ・・・・・式(1) 

 

Wtreated：抗バイオフィルム加工された試験片から拭き取

り調整した溶液の 590 nm の吸光度の平均値 

Wuntreated：抗バイオフィルム加工されていない試験片から

拭き取り調整した溶液の 590 nm の吸光度の平

均値 

 

本検討では抗バイオフィルム加工されていない無加工

試験片として 30×30 mm サイズのガラス板を使用した。

また、静置培養によりバイオフィルムを形成させる際に

利用する恒温器としては、使用頻度・高(1 日 1 回以上本

体扉の開閉がある)、中(2 日に 1 回程度本体扉の開閉があ

る)、使用頻度・低(静置培養中に本体扉の開閉が無い)の

3 種類を利用し、それぞれの場合での吸光度を比較し

た。 

 

(2) 結果と考察 

各条件での吸光度測定結果を表 1 に示す。使用頻度が高

い恒温器ほど吸光度が低下していく、すなわちバイオフィ

ルムの形成量が減少していく傾向が確認された。また、今

回は n 数 3 での検証であったが、使用頻度が低い恒温器で

形成されたバイオフィルムの方が、吸光度測定値のバラツ

キが小さい傾向が見られた。 

 

 

 

 

 

 

また、図 3 に示したクリスタルバイオレット溶液で染色

した様子から、使用頻度が高い恒温器内で静置培養した試

験片ほど染まり具合が薄く、付着している菌やバイオフィ

ルムは斑点状に不均一に付着している割合が増えてくる

傾向が観察された。原因は検証中であるが、使用頻度が高

く、恒温器の扉の開閉による振動がバイオフィルム形成に

影響を与える可能性が考えられる。いずれにしても安定し

たバイオフィルム形成のためには使用頻度が低い恒温器

を使用すべきであることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. まとめと今後の予定 

 昨年度より新たな抗菌・抗ウイルス性能評価試験メニ

ューとして、ISO 4768 を基にした抗バイオフィルム活性

測定試験の提供を開始した。本試験は吸光度によるバイオ

フィルムの定量を原理としているが、比較的バラツキが大

きい実験であるため、より安定した結果を出すためには

ISO 規格に記載された手順を忠実にトレースすることは

勿論であるが、実際の実験環境に合わせ細かな点での調整

や対応が必要で、今回記載した内容以外にも留意点が存在

した。より安定した結果を提供できるように、抗バイオフ

ィルム活性測定試験を実施する際にはこれらの点を踏ま

えて実施している。 

抗バイオフィルム活性測定試験の受託件数は、少しずつ

増加傾向にある。一般社団法人抗菌製品技術協議会(SIAA)

が抗バイオフィルム加工製品の認証制度を 2024 年 7 月に

開始したこともあり、今後もバイオフィルムへの注目度は

高くなると予想される。それに伴い抗バイオフィルム活性

測定試験に関しても、冒頭で記した従前の抗菌・抗ウイル

ス性能評価試験の様に、様々なニーズが出てくることが予

想される。これらのニーズに応えていくために備えた検

討・検証も進めている。例えば、口腔ケア分野の研究開発

では歯垢がターゲットの一つとなることから、口腔内細菌

を用いたバイオフィルム形成方法や評価方法の検討にも

取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、抗バイオフィルム試験に限らず、抗菌・抗ウイ

ルス性能評価試験として請けられる範囲拡張のための試

行や、より安定した結果の提供ための検証に努めていく予

定である。 

 

【参考文献】 

1. ISO 4768, Measurement method of anti-biofilm activity on 

plastic and other non-porous surfaces (2023) 

2. ASTM E2871, Standard Test Method for Determining 

Disinfectant Efficacy Against Biofilm Grown in the CDC 

Biofilm Reactor Using the Single Tube Method (2021) 

 

図 3 クリスタルバイオレット染色後の試験片 

表1　使用恒温器の違いによる吸光度の比較

使用頻度

吸光度

(590 nm)
4.54 ± 0.06 3.20 ± 0.30 2.13 ± 1.07

低 中 高

図 4 ガラス板上に Streptococcus mutansにより形成

させたバイオフィルム 
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